	　　実技課題　実施要領
訓練課題名　「CADによる板金展開図作成」　


下記の事項に留意し訓練課題を実施させ、能力評価を行う。
1． 試験時間
標準作業時間　　６０分

最終終了時間　　９０分

2． 実技課題実施手順

（１）　資料「訓練課題」および「チェックシート」を配付し、課題概要、注意事項等を説明し確認させ、作業を開始させる。
（２）　「チェックシート」への寸法値記入およびファイル保存が終了した段階で、指導員に対し、作業が終了した旨の申告をさせる。
（３）　「訓練課題確認シート」を配布し得点を記入させる。
（４）　「訓練課題確認シート」の作成が終了した時点で「チェックシート」とともに提出させる。

3． 展開図作業について
（１）Ａ部は平行線法、Ｂ部は放射線法で描く。円形部の１２等分の長さは、

直径×３．１４／１２とする。
（２）測定する寸法は、①から⑫までとし、配付した「チェックシート」に記入させる。

　　　寸法値は少数第一位(二位以下四捨五入)とする。
（３）作成したファイルについては、名前の付け方および保存場所を指定しておく。

4． 作業終了後における自己評価について
（１）　 指導員への申告は、「チェックシート」への寸法値記入およびファイル保存が終了した時点とする。
（２）　「訓練課題確認シート」配付時、「作業時間」「安全作業」「工夫・改善」の得点を訓練生に伝える。
（３）　解答は「訓練課題確認シート」に記載してあるので、それを参照して得点を記入させる。
　
5． その他
（1） 作業開始前、配付資料に不足がないかを確認させること。
（2） 「作業時間」は測定値記入が終了した段階とする。
（3）  標準時間を超過した場合は減点となる。また作業が終了していなくても最終終了時間で提出させ、そこまでの採点とする。その後、完成までのフォローアップを行ってもよい。

（4）  休憩時間は全体の作業を中断させ、作業時間から除くかたちで適宜設けてもよい。また、個人ごとに休憩する場合は作業時間内に含むかたち、あるいは個人ごとに時間の管理が可能であれば作業時間から除くかたちで設けてもよい。 
（5） 課題提出後の追作業は認めないこと。
（6） 「安全作業」に関しては作業中に指導員がチェックする。他人への妨害等不適切行為が認められた場合は、その場で注意し、改善させる。
（7） 保存させたファイルについては、自己評価には使用しないが、すべての課題終了後に確認として使用してもよい。
6． 実施例


下記に大まかな実施の流れを参考までに示す。
	指示事項及び要点

	「訓練課題」の配付

	○
	配付資料（「訓練課題」「課題図」「チェックシート」）

	○
	概要、留意事項の確認、作業時間（開始～標準～打切り）の確認

	展開図作成作業開始

	○
	前項の課題概要、留意事項の確認終了後すぐに開始させてよい

	自己確認評価

	○
	「チェックシート」記入、ファイル保存が終了した段階で、その旨申告させる。

	○
	「訓練課題確認シート」を配布し、得点をまとめさせる。その際に「作業時間」「安全作業」および「工夫・改善」についての得点を受講生に伝える。

	○
	「チェックシート」、「訓練課題確認シート」を提出させる

	打切り時間

	○
	全ての作業を終了させる

	○
	そこまでの評価を行わせ提出させる

	フォローアップ

	○
	放課後等の時間で完成まで行ってもよい








